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田は全国で約 22万 ha存在するとされ，それは全水田面積の約 8％に当たる 4）。
本稿の目的は，和歌山県有田郡有田川町東部地域（旧清水町）における「あらぎ島」5）と呼
「あらぎ島」における棚田の保全と管理
大 西 敏 夫
1）　このほか「全国棚田（千枚田）連絡協議会」が 1995年に 60余りの市町村の参加により設立され，毎年現
地で「全国棚田サミット」が開催されている。


















































表 1から西原地区の農家の動向をみると，総農家数は 2000年現在 26戸であり，1970年に
比べて 10戸余り減少（29.7％減）している。一方，販売農家数をみると，1990年から 2010年
にかけて 15戸前後で推移しているが，そのうち専業農家は 2010年に 7戸へと増加している。
6）　上湯用水路（「上湯溝」）は総延長が約 3.2kmである。有田川の支流・湯川川（水源）から取水して，西原
地区と湯子川地区の約 13.5haの受益地（水田）に用水している。このうち「あらぎ島」は水源（取水口）か


















1970年 37 ・・ 0 2 35 59
1980年 36 ・・ 4 0 32 79
1990年 28 16 3 0 25 80
2000年 26 17 4 2 11 83
2005年 ・・ 15 3 3 9 ・・
2010年 ・・ 14 7 2 5 70
? ? ?
1970年 24 ・・ 1 0 23 33
1980年 25 ・・ 4 1 20 41
1990年 17 6 5 1 11 43
2000年 16 8 2 3 3 43
2005年 ・・ 7 3 2 2 ・・
2010年 ・・ 3 0 0 3 50
資料：「農業センサス」各年。
注：1） 農家とは，経営耕地面積が 10a以上の農業を営む世帯または，農産物販売金額が年間 15万円以上
の世帯。また，販売農家とは，経営耕地面積 30a以上または農産物販売金額が年間 50万円以上の
農家である。





















1970年 37 ・・ ・・ ・・ 14 14 8 1 0
1980年 36 ・・ ・・ ・・ 18 15 2 1 0
1990年 28 12 16 1 ・・ 10 4 1 0
2000年 26 9 17 1 ・・ 12 4 0 0
2005年 ・・ ・・ 15 ・・ 1 10 4 0 0
2010年 ・・ ・・ 14 ・・ 1 8 5 0 0
? ? ?
1970年 24 ・・ ・・ ・・ 14 7 3 0 0
1980年 25 ・・ ・・ ・・ 16 7 2 0 0
1990年 17 11 6 0 ・・ 6 0 0 0
2000年 16 8 8 0 ・・ 7 0 0 1
2005年 ・・ ・・ 7 ・・ ・・ 3 3 1 0
2010年 ・・ ・・ 3 ・・ ・・ 1 1 1 0
資料：「農業センサス」各年。





















1970年 140 68 10 30 ・・ ・・ 72 7 32 ・・ ・・
1980年 131 64 14 29 4 17 67 12 27 7 21
1990年 91 41 4 17 6 14 50 5 18 8 19
うち販売農家 57 26 2 9 4 11 31 3 10 5 13
2000年 77 38 5 13 5 15 39 4 12 5 18
うち販売農家 55 25 3 7 4 11 30 4 9 4 13
2005年 47 20 3 4 2 11 27 4 10 1 12
2010年 34 18 0 2 2 12 16 0 5 2 9
? ? ?
1970年 97 45 6 23 ・・ ・・ 52 8 23 ・・ ・・
1980年 85 38 7 19 2 6 47 7 17 4 13
1990年 49 21 3 7 3 8 28 5 8 6 7
うち販売農家 16 7 0 1 2 4 9 1 1 4 3
2000年 41 19 0 3 2 10 22 1 6 2 10
うち販売農家 23 12 ・・ ・・ ・・ ・・ 11 ・・ ・・ ・・ ・・
2005年 24 13 1 3 0 6 11 2 3 0 5












が 12人と最も多く，女も同様に「65歳以上」が 9人と多いが，「30～ 59歳」も 5人いること
がわかる。ここで，販売農家の全世帯員の高齢化率（65歳以上の割合）を試算すると，男女






























1970年 26 2 0 1 0 1 24 1 17 2 4
1980年 30 5 0 3 1 1 25 1 20 0 4
1990年 27 6 0 2 2 2 21 1 12 6 2
うち販売農家 21 6 0 2 2 2 15 0 9 4 2
2000年 21 8 0 1 1 6 13 0 1 4 8
2005年 18 10 1 1 1 7 8 1 1 1 5
2010年 16 10 0 0 1 9 6 0 0 0 6
? ? ?
1970年 39 6 2 1 0 3 33 6 17 2 8
1980年 20 7 0 4 1 2 13 0 7 3 3
1990年 16 6 0 1 2 3 10 1 3 1 5
うち販売農家 6 4 0 1 1 2 2 0 0 1 1
2000年 10 6 0 0 1 5 4 0 1 0 3
2005年 11 6 0 1 0 5 5 0 1 0 4





以下」が 10人と最も多く，次いで「60～ 149日」が 2人，「150日以上」は 1人である。
表 6は，経営耕地面積の動向をみたものである。西原地区では 1970年以降経営耕地面積の
減少が続いているが，2010年の経営耕地面積（販売農家全体）は 619 aであり，1990年に比べ














1990年 58 32 25 6 1 26 23 2 1
うち販売農家 34 18 11 6 1 16 14 1 1
2000年 59 28 22 6 0 31 26 4 1
うち販売農家 40 18 13 5 0 22 17 4 1
2005年 36 19 11 7 1 17 14 1 2
2010年 28 15 8 2 5 13 10 2 1
? ? ?
1990年 33 16 14 2 0 17 16 1 0
うち販売農家 13 7 5 2 0 6 5 1 0
2000年 28 13 5 5 3 15 11 4 0
うち販売農家 15 8 1 5 2 7 4 3 0
2005年 15 8 1 3 4 7 3 2 2







農家数 面積 農家数 面積 農家数 面積
稲面積
? ??
1970年 1,390 37 1,170 1,166 34 200 11 20
1980年 1,165 35 999 943 29 149 6 17
1990年 978 27 871 812 20 78 5 29
うち販売農家 746 15 655 624 15 57 4 27
2000年 721 16 634 627 13 87 0 0
2005年 629 14 550 550 11 79 0 0
2010年 619 13 562 530 9 57 0 0
? ? ?
1970年 700 24 580 580 18 120 0 0
1980年 658 25 511 456 20 100 4 47
1990年 409 15 306 300 13 78 4 25
うち販売農家 197 6 153 153 4 24 2 20
2000年 496 8 416 414 6 45 4 35
2005年 408 7 311 311 5 37 5 60




















層が減少するなかで，2010年には「0.3～ 0.5ha未満」，「0.5～ 1.0ha未満」，「1.0～ 2.0ha未満」
が各 1戸となっている（前掲表 2参照）。
次に湯子川地区の農家人口の動向を前掲表 3からみると，2010年の男女計（販売農家）で
は 10人であり，ピークの 2005年と比べるとこの 5年間で実に 14人減少している。この 2010
年を男女別にみると，男が 5人，女が 5人と半々であり，年齢階層別では，男は「15～ 29歳」
が 2人，「30～ 59歳」，「60～ 64歳」，「65歳以上」が各 1人である。一方，女は「30～ 59歳」，
「65歳以上」が各 2人で，「15～ 29歳」が 1人となっている。高齢化率（65歳以上割合）では，
男女計が 30.0％であり，男女別では男が 20.0％，女が 40.0％である。
前掲表 4は，農業就業人口の動向をみたものである。それによると，湯子川地区の 2010年
の男女計（販売農家）では僅か 3人となり，2005年に比べて大幅（約 7割減）に減少している。











経営耕地面積は増加していた）。2010年の田畑別経営耕地面積では，田が 204 a，畑が 31 aで，

















水田であり，水田枚数は 54枚（筆数では 24筆），水田 1枚当たりの平均面積は約 4.3 a（約 4
畝）である 9）。農家（耕作者）を居住地別にみると，地元の西原集落（西原地区）が 3人（耕
作面積計＝約 1.55ha）と半数を占めている。そのほかでは，西原集落に近い寺原集落が 1人（同





Ａ氏の耕作面積は約 100 a（水田 26枚）と，「あらぎ島」では最も耕作規模が大きく，棚田
9）　『日本の棚田百選』（134地区）における棚田の平均面積は 10.7ha（最大 88.0ha，最小 0.8ha），平均水田枚












































































































落協定」は 2010年 9月に認定されている。事業の実施期間は 5年間である。協定組織の役員は，
会長・会計のほか計 8人で構成されており，任期は 5年である。
集落協定によると，参加者は農業者が 54人，水利組合が 2組織（上湯水利組合，中湯水利
組合）である（表 8参照）。協定の対象農用地は，水田が廣井原 2.0ha，湯子川 1.9ha，湯子田 5.8ha，
蘭島 2.5ha，蘭向 2.9ha，畑が湯子川 0.4ha，総面積では 15.5haである。現行の交付金額は，水































協定参加者 農業者 54人，水利組合 2組合
協定農用地面積



































































4月 15日 桜植え付け（桜 20本） ７人 13人
5月 10日 つる切り ６人 12人
5月 14日 小学校３，４年生田植え学習（約 25名） ５人 33人
5月 17日 ＪＡ・ふるさと開発公社主催・田植え体験（170人） ８人 180人
5月 18日 植え直し作業 12人 20人
6月 25日 あらぎ米酒作り　会合 ７人 10人
8月 28日 稲刈り体験打ち合わせ ３人 10人
9月 3日 キャンドルライトイルミネーションのための草刈り 12人 12人
9月 6日 紀清の会：キャンドルライトイルミネーション inあらぎ島 10人 500人
9月 8日 イノシシ　ネット ７人 15人
9月 10日 小学校３，４年生稲刈り学習（約 25名） ５人 33人
9月 13日 ＪＡ・ふるさと開発公社主催・稲刈り体験（170人） 12人 180人































































































Sustainability and Management of Rice Terraces in “Aragijima”
Toshio ONISHI
ABSTRACT
In recent years, rice terraces in mountainous agricultural villages have been drawing 
attention from the viewpoints of national land conservation and cultural landscapes in 
Japan. The purpose of this paper is to take up rice terraces in “Aragijima” in Aridagawa-
cho, Wakayama Prefecture, in order to discuss various conservation and management 
problems while giving due consideration to the reality of cultivation. The rice terraces 
in “Aragijima” have been selected as one of “the best 100 rice terraces in Japan” and are 
held in high esteem nationwide. However, the succession of the terraces into the next 
generation is an issue, because all six of the farmers currently cultivating the terraces 
are advanced in age. Assistance to the farmers in farm management, as well as close 
collaboration and cooperation involving local people, therefore seem necessary for the 
conservation and management of the terraces as a cultural landscape.
